
                       明治大学教育会長 田中

ただ今、ご紹介いただきました教育会会長田中 です。

東日本大震災から 10年が いたしました。 者 15,899 、行方 明者 2,526 。

となられた方々のご をお りすると共に、ご の 様方に心からお やみ し

ます。

の 務 の、 における ラン 活動についてお し し ます。2012年

３月に、明治大学の である 長 田 明氏が、本学での講演で多様な

による被災地の復 を えられました。 は、 みに に き、 田 長に 会い

たしました。 長は、 学 の が に され、子 達の 動の場所が くなっ

てしまった。なんとか、 らが 動で しめる機会を けて しいと られました。そし

て、 日日新 の 一 長をご紹介いただき、新 と 務 との共催での 学生

の ー大会開催を め 京いたしました。 務 は、この年創 100 年を え、地

の より、10 年間 続の資 を 可いただきました。こうして、毎年 月

に ３日で生 約 30 加の ラン 活動が ー することになりました。

、生 会を中心とした ラン りが まりました。 学 大 学 問、

日日新 新 についての講 、被災者の方の講演、 の 様との交流、 き

し、 み 、 ー 、 な の ー の実 、 の 等です。委員

となった生 たちは、 集会で、被災地の 状を で紹介し、千 や寄 、

ー の 文 の 、 ラン 集等の をしました。

当時、 な こにもなく、 年度は 人 のご 意により で ま

れる場所を していただきました。

2013 ー

大会が開催されました。多くの

ー が ー が く、寄

された ー に を着

て い、 ン ーも人数が わな

い ー もありました。 ン

には、 くなった ー ー や

コー の が っそりと か

れていました。 が大 になって

も中 を い す人は で、 の中での ー大会



シュートを空振りするとスタンド中に響き渡る応援の笑いの渦がどっと湧き上がりました。

仮設住宅での「お茶っこ飲み会」での交流では私たちの方が励まされ「支援」の言葉が恥ず

かしく思われました。生命が存在しているそのことの大切さを宮城の方々から毎年繰り返

し教えられています。大会は、残念ながらコロナ禍で、第７回実施後中断しています。 

 近年、世界では、この生命の大切さが軽視されている現実があります。様々な文化の人々

が、多くの試練のリトマスを経て希求し育て上げようとした同一性は、次のような決意に昇

華しました。「すべての人間は、生命、自由、幸福の追求の権利を持ち、これを何人たりと

も奪われることがあってはならない」 

 こうした同一性を守る最後の防波堤は、教育です。言論の自由を守る砦は議会であり、「憲

法」は、「国」に対して向けられた権力濫用を戒める命令です。これらを学ぶことは、人々

の決意を守る原動力となります。子供達の生命への無条件の感動、共感から発動するこのム

ーブメントは、教育に活き活きとした息吹を吹き込むのです。 

 教育者として強固な意志を持って、人間の尊厳を守るために、使命を果たしてまいりまし

ょう。 

 


